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背景と目的

全国規模での植生調査情報
調査地点コード 種名 凡例

ナツツバキ
ホオノキ
ミズナラ

環境省
第6回・第7回自然環境保全基礎調査：植生調査データ

ブナ
ウリハダカエデ
クマシデ
ヤマボウシ
ミヤマガマズミ
クロモジ
イ デ

52320102003036031017002 クロモジ－ブナ群集

第6回 第7回自然環境保全基礎調査：植生調査デ タ

・現在日本全国、約15000地点のデータが整備済み
・このデータなどから植生図が作成される
調査地点ごとに 生育する種などが調査 同定される イヌシデ・調査地点ごとに、生育する種などが調査・同定される

植物社会学的植生図作成のための調査努力

植生調査データ例（一部省略）

植物社会学的植生図作成のための調査努力
蓄積される大規模データ

分類体系は正当性を持 ているか？

大規模調査データの活用

分類体系は正当性を持っているか？

大規模調査デ タ 活用

遷移系列を予測できないか？遷移系列を予測できないか？

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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昨年度の成果と課題
調査地点コード 種名 凡例

ナツツバキ解析に用いたデータ

植物社会学的に付与された53の凡例名（森林型）を用いて解析

ホオノキ
ミズナラ
ブナ
ウリハダカエデ
クマシデ
ヤマボウシ

52320102003036031017002 クロモジ－ブナ群集

環境省 第6回・7回自然環境保全基礎調査 植生調査データ

成果
・ 森林の潜在的な分布域を推定
・ 分布域の重なる面積から類型化することで、おおまかな遷移の方向性を把握

ヤマボウシ
ミヤマガマズミ
クロモジ
イヌシデ

分布域の重なる面積からクラスタ－分析
類型化し、環境要因との関連付け

疑問・課題
・ 細かい遷移の予測を行うには、凡例名（森林型）からの解析では難しい
・ 凡例名は正当性を持っているのか（間違った凡例として分類されていないか）

類型化し、環境要因との関連付け

・ 凡例名は正当性を持っているのか（間違った凡例として分類されていないか）

森林内の種の組成に視点を移して解析を行う
統計的手法による識別種の抽出 分類体系の評価、遷移系列予測

統計的手法を用いた識別種の抽出と
群落区分の正当性評価群落区分の正当性評価

Fidelity

Fidelity 
・ fidelityとは大規模な植生データベース内での種の共起情報であるfidelityとは大規模な植生デ タベ ス内での種の共起情報である
・ヨーロッパの植物社会学のなかで、用語"fidelityフィデリティ"は特定の群落・群集のために、
種によって示される選好度を調べるために作り出された
・ヨーロッパでは大規模な植生データベースが利用可能になったことにより、fidelity 測定はヨ ッ では大規模な植生デ タ スが利用可能になった とにより、fidelity 測定は
主要な研究テーマとなっている （ De Cáceres, M. et al.2008 ）

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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識別種の抽出

群集 係数に いて

群集φ係数（Φ-coefficient of association）

群集φ係数について
・在・不在データにおけるfidelity測定において最も広く使われている指標
・‐1～1の値をとる
・値が大きいほど（joint ）fidelityの度合いが高いことを示している

rφ ൌ
N・np െ n・Np

ටn・Np・ሺN െ nሻ・ሺN െ Npሻ
 

群集φ係数を求める式

値が大きいほど（joint ）fidelityの度合いが高いことを示している
・ポジティブ（正）の値は、種と植生ユニットが頻繁に共起することを示している

N：全植生データ数（全ルルベの数）＝ 14924（組成調査のみ）
N ：ターゲット群集・群落内のデータ数（ターゲット群集・群落内のルルベの数）Np：タ ゲット群集 群落内のデ タ数（タ ゲット群集 群落内のルルベの数）
n：全植生データ内でのターゲット種の出現数
np： ターゲット群集・群落内のターゲット種の出現数

値が大きいほど、その群集・群落内で標徴的な種であることを示している

さら 群集φ係数 成分と うな値も算出 きるさらに群集φ係数の成分として以下のような値も算出できる
・ np/Np…植生ユニット内の種の頻度
・ (n- np)/(N- Np)…植生ユニットの外側の種の頻度

N /N 植生 ニ トの相対的な大きさ・ Np/N…植生ユニットの相対的な大きさ

da b c

4つのアプローチ（a・b・c・d） Target unit＝目的群集・群落

sp

Target 
unit
1

Target 
unit
1

sp

2

sp

Target 
unit
1

sp

Target 
unit
1

2

1
3 3

エリア：在がある中での生態学的な空間の部分を表している。
数字 ：コミュニティのタイプ（'1'はターゲットの単位とする）であり、SPは目的の種の生態学的な分布を示している。
グレーの領域：それぞれの方法の比較の環境を確立するために使用されている生態学的な空間の部分を示している。グ の領域 それぞれの方法の比較の環境を確立するため 使用されて る 態学的な空間の部分を示して る。

「abcは地域的に特有にならない dは全ての
調査地点コード 種名 凡例

ナツツバキ 「abcは地域的に特有にならない。dは全ての
利用可能なデータに基づくので限られた地理
的領域内で特有な診断的価値を提供する。」

dのアプローチを使用

ナツツバキ
ホオノキ
ミズナラ
ブナ

ダ デウリハダカエデ
クマシデ
ヤマボウシ
ミヤマガマズミ

52320102003036031017002 クロモジ－ブナ群集

森林の分布を特徴づける種を抽出・類型
化することで群集・群落間の種の重なりを

クロモジ
イヌシデ

化する とで群集 群落間の種の重なりを
把握でき、遷移を予測できるのではない
か？

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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識別種の抽出

例：チシマザサ－ブナ群団（ブナクラス域自然植生）

ユニットの相対的な大きさ
Np/N×100

値が大きいほど全植生データ
内で占める割合が大きい

群集φ係数（上位10種）

Np/N×100≒0. 77％

内で占める割合が大きい

出現地点 全植生データ内の0.77%が
チシマザサ－ブナ群団

植生ユニット内の種の頻度 np/Np

値が大きいほどチシマザサ－ブナ
群団での出現頻度が大きい

植生ユニット外の種の頻度(n-np)/(N-Np)
値が大きいほどチシマザサ－ブナ群団
以外での種の出現頻度が大きい

植生 ト内外の種の頻度

潜在的分布域

植生ユニット内外の種の頻度

潜在的分布域

識別種の抽出

例：モチツツジ－アカマツ群集（ヤブツバキクラス域代償植生）

ユニットの相対的な大きさ
Np/N×100

値が大きいほど全植生データ
内で占める割合が大きい

群集φ係数（上位10種）

Np/N×100≒1.22％

内で占める割合が大きい

全植生データ内の1.22%が
モチツツジ－アカマツ群集

植生 ト内の種の頻度 /N 植生 ニ ト外の種の頻度( )/(N N )植生ユニット内の種の頻度 np/Np

値が大きいほどモチツツジ－アカ
マツ群集での出現頻度が大きい

植生ユニット外の種の頻度(n-np)/(N-Np)
値が大きいほどモチツツジ－アカマツ群
集以外での種の出現頻度が大きい

植生ユニット内外の種の頻度

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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識別種の抽出 同じような潜在的分布域をもつ群集の比較

例：ユキグニミツバツツジ－コナラ群集例：ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集
（ブナクラス域代償植生）（ヤブツバキクラス域代償植生）

ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集
群集φ係数群集φ係数

ユキグニミツバツツジ－コナラ群集
群集φ係数

ユキグニミツバツツジ・キンキマメザクラ・ツルアリドオシが共通している

例：ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集 例：キタコブシ－ミズナラ群集

識別種の抽出 同じような潜在的分布域をもつ群集の比較

（ブナクラス域代償植生） （ブナクラス域代償植生）

ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集
群集φ係数

キタコブシ－ミズナラ群集
群集φ係数

アオダモ・ヤマモミジが共通している

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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識別種を用いたクラスター分析

疑問点は残るが、ここからは、φ係数の値の上位10種を解析対象とした

アカガシ群落 アカガシ二次林 アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ） アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ）
アカガシ 1 1

キヨスミミツバツツジ 1

各群集・群落間において、どのような種が標徴的となるか把握するためにマトリクスを作成

・・・・・・

ミヤマウコギ 1
ナツノタムラソウ 1
ミドリカナワラビ 1

シキミ 1
タチガシワ 1

チャボイノデ 1
ハコネコメツツジ 1

アセビ 1
コムラサキシキブ 1

タカクマミツバツツジ 1
ツシマギボウシ 1

ハイノキ 1
ツクシコウモリソウ 1

サザンカ 1
ミヤマシキミ 1

イヌガシ 1
ホソバタブ 1
イヌシデ 1 1
クマシデ 1 1
アカシデ 1 1

・
・
・
・

1 ：φ係数上位10種となったもの
空欄 ：φ係数上位10種とならない、もしくはその群集・群落内で生育しないもの

このマトリクスからSorensenの類似度指数を使用し クラスター分析（PRIMER v6を使用）このマトリクスからSorensenの類似度指数を使用し、クラスタ 分析（PRIMER v6を使用）

※ ～一種、～sp、～？と表記された種も含む。しかしそれではうまくクラスター化できない可能性があ
るため、 ～一種・～sp・～？と表記された種の数の分だけ、φ係数上位種を追加した

識別種を用いたクラスター分析

Sampleを群集・群落にした場合

群集・群落の類似性を見る

この類似度で区切ることで類型化する

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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識別種を用いたクラスター分析・類型化

群集・群落
植生区分 凡例

ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 シラカンバ－ミズナラ群落グループ10

凡例 植生区分
エゾイタヤ－ミズナラ群落 ブナクラス域自然植生
シラカンバ－ミズナラ群落 ブナクラス域代償植生

凡例を用
いた類型
化

ブナクラス域代償植生 シラカンバ ミズナラ群落
ブナクラス域自然植生 トドマツ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 カシワ群落（Ｖ）
ブナクラス域自然植生 カシワ群落（ＩＶ）
ブナクラス域代償植生 ブナ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 クリ－ミズナラ群集
ブナクラス域自然植生 ヤマボウシ－ブナ群集
ブナクラス域自然植生 クロモジ－ブナ群集

ヤブ バキクラ 域代償植生 ナラ群落（ ）

グル プ10

グループ11

グル プ１

シラカンバ ミズナラ群落 ブナクラス域代償植生
トドマツ－ミズナラ群落 ブナクラス域自然植生
カシワ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生
カシワ群落（ＩＶ） ブナクラス域自然植生
ブナ－ミズナラ群落 ブナクラス域代償植生
クリ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
ヤマボウシ－ブナ群集 ブナクラス域自然植生
クロモジ－ブナ群集 ブナクラス域自然植生

ナラ群落（ ） ヤブ バキクラ 域代償植生

A

ヤブツバキクラス域代償植生 コナラ群落（Ｖ）
ブナクラス域自然植生 シラキ－ブナ群集
ブナクラス域自然植生 リョウブ－ミズナラ群集

ヤブツバキクラス域代償植生 アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ）
ブナクラス域代償植生 アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ）
ブナクラス域代償植生 ユキグニミツバツツジ－コナラ群集

ヤブツバキクラス域代償植生 ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集
ブナクラス域自然植生 チシマザサ－ブナ群団

グループ１ コナラ群落（Ｖ） ヤブツバキクラス域代償植生
イヌブナ群落 イヌブナ群落
クリ－コナラ群集 クリ－コナラ群集
アカマツ群落（Ｖ） アカマツ群落（Ｖ）
シラキ－ブナ群集 シラキ－ブナ群集
アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生
リョウブ－ミズナラ群集 ブナクラス域自然植生
ユキグニミツバツツジ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生

B

ブナクラス域自然植生 チシマザサ ブナ群団
ブナクラス域代償植生 オオバクロモジ－ミズナラ群集
ブナクラス域代償植生 ブナ二次林
ブナクラス域代償植生 オクチョウジザクラ－コナラ群集
ブナクラス域代償植生 カスミザクラ－コナラ群落
ブナクラス域代償植生 キタコブシ－ミズナラ群集
ブナクラス域代償植生 ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集
ブナクラス域自然植生 イヌブナ群落

ヤブツバキクラス域代償植生 クヌギ コナラ群集

グループ2

グループ4

キグ ミツ ツツジ ナラ群集 ブナクラス域代償植生
ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
チシマザサ－ブナ群団 ブナクラス域自然植生
オオバクロモジ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
ブナ二次林 ブナクラス域代償植生
オクチョウジザクラ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生
カスミザクラ－コナラ群落 ブナクラス域代償植生
キタコブシ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
ホソバヒカゲスゲ コナラ群集 ブナクラス域代償植生

C

D
ヤブツバキクラス域代償植生 クヌギ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 シラカシ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 オニシバリ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 アカマツ群落（ＶＩＩ）
ヤブツバキクラス域代償植生 コナラ群落（ＶＩＩ）
ヤブツバキクラス域代償植生 アベマキ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 モチツツジ－アカマツ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 クリ－コナラ群集

グループ8

グループ3

ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生
クヌギ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
シラカシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ヤマツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
アカマツ群落（ＶＩＩ） ヤブツバキクラス域代償植生
コナラ群落（ＶＩＩ） ヤブツバキクラス域代償植生
アベマキ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
モチツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生

E‐１

ブナクラス域代償植生 アカマツ群落（Ｖ）
ヤブツバキクラス域代償植生 ヤマツツジ－アカマツ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 ネズ－アカマツ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 イノデ－タブノキ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブコウジ－スダジイ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 スダジイ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ホソバカナワラビ－スダジイ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 シイ・カシ二次林

カナメモチ－コジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
アラカシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
ルリミノキ－イチイガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
シイ・カシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
ネズ－アカマツ群落 ヤブツバキクラス域代償植生
イノデ－タブノキ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ヤブコウジ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
オニシバリ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生ヤブツバキクラス域代償植生 シイ・カシ二次林

ヤブツバキクラス域自然植生 カナメモチ－コジイ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 アラカシ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ウラジロガシ群落
ヤブツバキクラス域代償植生 タブノキ－ヤブニッケイ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 タブノキ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ルリミノキ－イチイガシ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 ミミズバイ－スダジイ群集

グループ7

グループ5

オニシバリ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
スダジイ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
トベラ－ウバメガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ウバメガシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
ホソバカナワラビ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ミミズバイ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
タブノキ－ヤブニッケイ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
タブノキ群落 ヤブツバキクラス域自然植生

E‐２

ヤブツバキクラス域自然植生 トベラ－ウバメガシ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 ウバメガシ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 シキミ－モミ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 アカガシ群落
ヤブツバキクラス域代償植生 アカガシ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 イスノキ－ウラジロガシ群集

グループ9

グループ6
シキミ－モミ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
アカシデ－イヌシデ群落（Ⅶ） ヤブツバキクラス域代償植生
アカガシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
ウラジロガシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
アカガシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
イスノキ－ウラジロガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生

F

Φ係数を用いた識別種の抽出・類型化の利点
植生区分 凡例

ブナクラス域自然植生 エゾイタヤ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 シラカンバ－ミズナラ群落グループ10 種の組成からクラスター分析を行うと、ブナクラス域代償植生 シラカンバ ミズナラ群落
ブナクラス域自然植生 トドマツ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 カシワ群落（Ｖ）
ブナクラス域自然植生 カシワ群落（ＩＶ）
ブナクラス域代償植生 ブナ－ミズナラ群落
ブナクラス域代償植生 クリ－ミズナラ群集
ブナクラス域自然植生 ヤマボウシ－ブナ群集
ブナクラス域自然植生 クロモジ－ブナ群集

ヤブ バキクラ 域代償植生 ナラ群落（ ）

グル プ10

グループ11

グル プ１

種の組成からクラスタ 分析を行うと、
各地域・植生ごとに分かれている

ヤブツバキクラス域代償植生 コナラ群落（Ｖ）
ブナクラス域自然植生 シラキ－ブナ群集
ブナクラス域自然植生 リョウブ－ミズナラ群集

ヤブツバキクラス域代償植生 アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ）
ブナクラス域代償植生 アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ）
ブナクラス域代償植生 ユキグニミツバツツジ－コナラ群集

ヤブツバキクラス域代償植生 ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集
ブナクラス域自然植生 チシマザサ－ブナ群団

グループ１

うまく類型化はできている

ブナクラス域自然植生 チシマザサ ブナ群団
ブナクラス域代償植生 オオバクロモジ－ミズナラ群集
ブナクラス域代償植生 ブナ二次林
ブナクラス域代償植生 オクチョウジザクラ－コナラ群集
ブナクラス域代償植生 カスミザクラ－コナラ群落
ブナクラス域代償植生 キタコブシ－ミズナラ群集
ブナクラス域代償植生 ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集
ブナクラス域自然植生 イヌブナ群落

ヤブツバキクラス域代償植生 クヌギ コナラ群集

グループ2

グループ4

疑問点
グループには二次林・自然林が混在しているものある

ヤブツバキクラス域代償植生 クヌギ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 シラカシ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 オニシバリ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 アカマツ群落（ＶＩＩ）
ヤブツバキクラス域代償植生 コナラ群落（ＶＩＩ）
ヤブツバキクラス域代償植生 アベマキ－コナラ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 モチツツジ－アカマツ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 クリ－コナラ群集

グループ8

グループ3 それは上手く分かれていないのではなく
ブナクラス域代償植生 アカマツ群落（Ｖ）

ヤブツバキクラス域代償植生 ヤマツツジ－アカマツ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 ネズ－アカマツ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 イノデ－タブノキ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブコウジ－スダジイ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 スダジイ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ホソバカナワラビ－スダジイ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 シイ・カシ二次林

それは上手く分かれていないのではなく
混在するような地域も存在する

例：日本海側のブナ林は二次林と自然林が
混在し その中で共通する種も多いヤブツバキクラス域代償植生 シイ・カシ二次林

ヤブツバキクラス域自然植生 カナメモチ－コジイ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 アラカシ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ウラジロガシ群落
ヤブツバキクラス域代償植生 タブノキ－ヤブニッケイ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 タブノキ群落
ヤブツバキクラス域自然植生 ルリミノキ－イチイガシ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 ミミズバイ－スダジイ群集

グループ7

グループ5

混在し、その中で共通する種も多い

そもそも自然林と二次林を鳥瞰してみれ
ヤブツバキクラス域自然植生 トベラ－ウバメガシ群集
ヤブツバキクラス域代償植生 ウバメガシ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 シキミ－モミ群集
ヤブツバキクラス域自然植生 アカガシ群落
ヤブツバキクラス域代償植生 アカガシ二次林
ヤブツバキクラス域自然植生 イスノキ－ウラジロガシ群集

グループ9

グループ6

そもそも自然林と二次林を鳥瞰してみれ
ば、種の組成は大きく変化していない

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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標徴種を用いたクラスター分析

Sampleを種にした場合Sampleを種にした場合

種の類似性を見る種

群集・群落と識別種の関連

この2つのクラスタ－分析から群集・群落と種の関連を把握するため、新しいマトリクスを作成

列では群集・群落のクラスター分析によりグ
ループごとに並び替え

例 グル プ４

グループ内での群集・群落の近さ
（クラスター分析から）

ブナクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域自然植生
ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集 キタコブシ－ミズナラ群集 イヌブナ群落

グループ4

1

例：グループ４

ホソ ゲ ゲ ナラ群集 キタ シ ナラ群集 イ ナ群落
オクモミジハグマ 1 1
センジュガンピ 1
ウラゲトチノキ 1
オオバショウマ 1
アラゲアオダモ 1
リュウノヒゲ 11

行では種のクラスタ
－分析から、列と対
応させて並び替え 種の重なりがないと

リュウノヒゲ 1
ヤマタイミンガサ 1
イヌブナ 1
レンゲショウマ 1
ヤブザクラ 1
ミチノクホンモンジスゲ？ 1
オオクマザサ 1

1
0 ころで群落・群集の

区別がされている

オオクマザサ 1
トヨオカザサ 1
ハクウンボク 1
ヤマカシュウ 1
エドヒガン 1
ケスズ 1

バ

0 種の重なりグループ内での種
の近さ（クラスター

ハシバミ 1
オオヤマザクラ 1
ノガリヤス？ 1
トウギボウシ 1
ヤマオダマキ 1
アカイタヤ 1

3

2

0

の近さ（クラスタ
分析から）

シロヨメナ 1
ツノハシバミ 1
ヤマモミジ 1 1
アオダモ 1 1
イヌヨモギ 1 1

2

1
0

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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ブ 償植 ブ 償植 ブ 植 ブ 植 ブ バ 償植 ブ 植 ブ バ 償植 ブ 償植 ブ 植

グループ1

5
4

3
2

1 1

群集・群落と識別種の関連 グループ１

ブナクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域自然植生 ブナクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ブナクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域自然植生
ブナ－ミズナラ群落 クリ－ミズナラ群集 シラキ－ブナ群集 リョウブ－ミズナラ群集 コナラ群落（Ｖ） クロモジ－ブナ群集 アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ） アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ） ヤマボウシ－ブナ群集

シロモジ 1 1
スズタケ 1
ミヤマノキシノブ 1
ヤドリギ 1
コハクウンボク 1
ヒメシャラ 1 1
トウカイスミレ 1
アマギツツジ 1
ハコネイトスゲ 1
マメザクラ 1
フウロソウ属の一種 1
アシタカツツジ 1
サラサドウダン 1
トウゴクミツバツツジ 1
オオキヌタソウ 1

2

1
0

1
0

オオキヌタソウ 1
ケスゲ？ 1
Clematis sp. 1
ヒロハイヌワラビ？ 1
ササ.sp 1
マムシクサ？ 1
コゴメウツギ？ 1
シマカンギクsp. 1
イボタノキ属の一種 1
ヒトツバハギ属の一種 1
モミジハグマ属の一種 1
ツクシヤブウツギ 1
ヤマタツナミソウ 1
ツクシアザミ 1
ヒメスミレ 1
オオスズタケ 1
ツクシドウダン 1

6
4

0

ツクシドウダン 1
スギラン 1
ウリハダカエデ 1 1 1
リョウブ 1 1
ミズナラ 1 1 1
コハウチワカエデ 1 1 1 1 1
タンナサワフタギ 1 1 1 1 1
ヤマボウシsp 1
イタヤカエデ 1
ミズメ 1
アワブキ 1
シラキ 1
アオテンナンショウ 1
ヨシノアザミsp. 1
コクワガタソウ 1
ツクバキンモンソウ 1
ヤブイバラ 1

0

5
3

1

2
1

3

0

バイカアマチャ 1
ツルデンダ 1
フサザクラ 1
クマシデ 1 1 1
アカシデ 1 1
イヌシデ 1 1
ハナノキ 1
カラアキグミ 1
マルバノキ 1
ササノハスゲ 1
サルマメ 1
ヤマガシュウ 1
ツクシウスノキ 1
クロモジ 1 1 1
ユキザサ 1
ハスノハイチゴ 1

1
0

2

0

2

フウリンウメモドキ 1
ムラサキマユミ 1
コバノフユイチゴ 1
ミヤマカタバミ 1
ツルアリドオシ
ユキグニミツバツツジ
キンキマメザクラ
ミヤマガマズミ
タムシバ 1
アクシバ
キバナツクバネウツギsp.
ヒロハツクバネウツギ
スズメノカタビラ属sp
オオウラジロノキsp.
ナンキンナナカマド
シシガシラ 1
ウリカエデ

9

1
0

3

2

1
0

1
0 グループ1ではタンナサワフタギが最

大で5つの群集 群落で重なるウリカエデ
トキワイカリソウ
サンインカンアオイsp.
ヤマボクチ属sp.
モミジイチゴsp.
ウゴツクバネウツギ
オクチョウジザクラ
クロヒメカンアオイ
ハイイヌガヤ
マルバマンサク
ハイイヌツゲ
センニンソウsp.
ナンタイシダ
ヤマネコヤナギ
バアソブ
ブナ 1 1 1 1
オオカメノキ 1 1

1
0

7

3

1
0

2
1

0

2
1

8

2 大で5つの群集・群落で重なる

オオカメノキ 1 1
ハウチワカエデ 1
チシマザサ

ヤマソテツ 1
ユキツバキ
ヒメモチ

エゾユズリハ
オオバクロモジ
ヒメアオキ

ツガ 1

コナラ 1
クリ 1

0 チゴユリ 1
アオハダ 1

1

2
1

6

5

2
1

4
3

2

ブナクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ブナクラス域自然植生 ブナクラス域代償植生
ユキグニミツバツツジ－コナラ群集 ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集 オクチョウジザクラ－コナラ群集 オオバクロモジ－ミズナラ群集 ブナ二次林 チシマザサ－ブナ群団 カスミザクラ－コナラ群落

ミズナラ 1

群集・群落と識別種の関連 グループ2

ミズナラ 1
ツルアリドオシ 1 1 1
ユキグニミツバツツジ 1 1
キンキマメザクラ 1 1
ミヤマガマズミ 1 1
タムシバ 1
アクシバ 1
キバナツクバネウツギsp 1

2

1
0

キバナツクバネウツギsp. 1
ヒロハツクバネウツギ 1
スズメノカタビラ属sp 1
オオウラジロノキsp. 1
ナンキンナナカマド 1
シシガシラ 1
ウリカエデ 1
トキワイカリソウ 1

3
1

0

2

オオバクロモジは、ほとんどの群
集・群落で重なりがあるトキワイカリソウ

サンインカンアオイsp. 1
ヤマボクチ属sp. 1
モミジイチゴsp. 1
ウゴツクバネウツギ 1 1
オクチョウジザクラ 1
クロヒメカンアオイ 1
ハイイヌガヤ 1

1
0

3

1
0

8

2 集・群落で重なりがある

マルバマンサク 1 1 1
ハイイヌツゲ 1 1
センニンソウsp. 1
ナンタイシダ 1
ヤマネコヤナギ 1
バアソブ 1
ブナ 1 1
オオカ キ

7

2
1

0

オオカメノキ 1 1
ハウチワカエデ 1 1
チシマザサ 1
ヤマソテツ 1 1
ユキツバキ 1 1 1
ヒメモチ 1 1
エゾユズリハ 1 1 1 1
オオバクロモジ 1 1 1 1 1 1

1

2

6

5

2
1

4
3

2

オオバクロモジ 1 1 1 1 1 1
ヒメアオキ 1 1 1 1 1

アカマツ 1

カスミザクラ 1
コバノトネリコ 1
エゾツリバナ 1
オオバザサ 1
ミチノクホンモンジスゲ 1

2
1

0 ミチノクホンモンジスゲ 1
オオタチツボスミレ 1
オオネズミガヤ？ 1
キバナイカリソウ 1
キタコブシ 1
ヤマモミジ 1 1

0

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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群集・群落と識別種の関連 グループ3
グループ３

ヤブツバキクラス域代償植生 ブナクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生
クリ－コナラ群集 アカマツ群落（Ｖ） ヤマツツジ－アカマツ群集 モチツツジ－アカマツ群集 アカマツ群落（ＶＩＩ） ネズ－アカマツ群落 コナラ群落（ＶＩＩ） アベマキ－コナラ群集

コウヤボウキ 1
ヒイラギ 1
ネザサ 1
コナラ 1 1 1 1
サルトリイバラ 1 1

3

2 2

1 1 1

0

1
ヒサカキ 1 1
アベマキ 1 1
コバノガマズミ 1 1
ノグルミ 1
ヤブコウジ 1
ミツバアケビ 1
シュンラン 1
コシダ 1
シャシャンボ 1
ガンピ 1

4

3
2

1

1

0

0

0

メリケンカルカヤ 1
コガンピ 1
コシダ（イキ） 1
ワラハナゴケ 1
トダシバ 1
アセビ 1
ネズミサシ 1
タカノツメ 1
ケアクシバ 1
モチツツジ 1 1

6

5

1
0

3

1
0

ナツハゼ 1 1
ソヨゴ 1 1 1
ネジキ 1 1 1
アカマツ 1 1 1 1 1
ヤマウルシ 1 1 1
アカマツ枯損木 1
アカマツ枯死木 1
コバノミツバツツジ 1 1 1
ネズ 1 1
コブシ 1

2
0

1

7

4
2

1
0

3

1

トゲチシャ 1
Plectranthus sp. 1
ホンモンジスゲsp. 1
アカソsp. 1
クロヒナスゲsp. 1
アオフタバラン 1
ムラサキシキブ 1
ミヤマママコナ 1
クリ 1 1
チゴユリ 1

1
0

1
0

アオハダ 1
ヤマツツジ 1 1
コゴメウツギ 1
タガネソウ 1
オトコヨウゾメ 1
カスミザクラ 1 1
オケラ 1
ツルリンドウ 1
コシアブラ 1
ウワミズザクラ 1

4

3

2

0

1
0

1
0

アカマツが優占する群落・群集が多
いため、アカマツが多く重なる

ヒトツボクロ 1
ノガリヤス 1

アズマネザサ 1

アラカシ 1
オクモミジハグマ 1
シシガシラ 1
ウリカエデ 1

群集・群落と識別種の関連 グループ5・6

グループ5 グループ6

ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生
ルリミノキ－イチイガシ群集 ミミズバイ－スダジイ群集

タイミンタチバナ 1
ミミズバイ 1

グループ5

ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生
トベラ－ウバメガシ群集 ウバメガシ二次林

ウバメガシ 1 1
ヒトツバ 1 1

グループ6

0
ミミズバイ 1
ツルコウジ 1
オオカグマ 1
センリョウ 1
イズセンリョウ 1
カンザブロウノキ 1

0
1

ヒトツバ 1 1
ヤマモモ 1
イネ科の一種(B) 1
ブドウ 1
ハゼノキ 1
トラノハナヒゲ 1

1
0

カンザブロウノキ 1
クチナシ 1
ヤマビワ 1
ハナミョウガ 1 1
イチイガシ 1
ルリミノキ 1

トラノハナヒゲ 1
トベラ 1
アゼトウナ 1
ハマヒサカキ 1
ハマナデシコ 1
キノクニシオギク 1

2

1
0ルリミノキ 1

シロバイ 1
ナガサキシダ 1
不明1 1
不明2 1
モミジコウモリ 1

1
0

キノクニシオギク 1
シラハギ 1
トキワススキ 1
コバノタツナミ 1
タイミンタチバナ 1
コシダ 1

0

モミジコウモリ 1
オサラン 1
タカサゴキジノオ 1
ミヤマノコギリシダ 1
イワヤナギシダ 1

コシダ 1
シャシャンボ 1
モチツツジ 1

0

ウバメガシが優先するもの同士なの
で、ウバメガシが重なっている

重なる種はハナミョウガのみ

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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群集・群落と識別種の関連 グループ7
グループ7

5
4

3

ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生
タブノキ群落 タブノキ－ヤブニッケイ二次林 ホソバカナワラビ－スダジイ群集 スダジイ群落 シイ・カシ二次林 ヤブコウジ－スダジイ群集 カナメモチ－コジイ群集 アラカシ群落 ウラジロガシ群落 イノデ－タブノキ群集

ヤツデ 1 1
アスカイノデ 1
イノデ 1
アザミ属sp. 1
モクセイ科の一種 1
ヤブシダ 1
ツルオオバマサキ 1

1 1 1

2 2

1
0

ツルオオバマサキ 1
シロダモ 1
キヅタ 1
オニヤブソテツ 1
マメヅタ 1 1
ツクシウツギ 1
イタビカズラ 1
ウラジロガシ 1
ランヨウアオイ 1
ウグイスカグラ類の一種 Lonicera sp. 1
カゴノキ 1
イズクリハラン 1

2

1
0

1
0 イズクリハラン 1

オニカナワラビ 1
オオキジノオ 1
カンスゲ 1
カナメモチ 1
ヒノキ 1
モッコク 1
ナナミノキ 1 1
アラカシ 1 1 1
ネズミモチ 1 1 1
サカキ 1 1 1 1

ジイ 1 1

7

6

0

4

0

3
2

1

1
コジイ 1 1
モチノキ 1 1
クロキ 1 1
ムベ 1
フウラン 1
タブノキ 1 1 1 1 1 1 1
スダジイ 1 1 1 1
テイカカズラ 1 1 1
ベニシダ 1 1 1 1
ヤブツバキ 1 1 1 1 1 1 1
ヤブニッケイ 1 1

4

2
1

0

3

1

2
1

5

ムラサキケマンsp. 1
キシュウナキリスゲ 1
カンスゲsp 1
キイレツチトリモチ 1
モクゲンジ 1
キノクニスゲsp. 1
オカイボタ 1
タケシマランsp. 1
オオバイボタ 1
オオバグミ 1
オオバイヌツゲ 1

2

1
0 タブノキ・ヤブツバキがより多くの群

集・群落で重なっている
イヌマキ 1 1
ホソバカナワラビ 1
アリドオシ 1
サイゴクべニシダ 1
ショウべンノキ 1
ヤナギイチゴ 1
フウトウカズラ 1
バクチノキ 1
カクレミノ 1 1
マサキ 1
ツワブキ 1

4

1
0

ツワブキ 1
イヌビワ 1
ヒメユズリハ 1
ヤクシマシュスラン 1
ハマビワ 1

トベラ 1

ヒサカキ 1
アズマネザサ 1
アオキ 1 1
ナガバジャノヒゲ 1

3
1

0

群集・群落と識別種の関連 グループ8・10

グループ8 グループ10

ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域代償植生 ヤブツバキクラス域自然植生
クヌギ－コナラ群集 オニシバリ－コナラ群集 シラカシ群集

アズマネザサ 1 1 1
シラカシ 1

グループ8

1

ブナクラス域自然植生 ブナクラス域自然植生 ブナクラス域代償植生
トドマツ－ミズナラ群落 エゾイタヤ－ミズナラ群落 シラカンバ－ミズナラ群落

エゾヤマザクラ 1
イトアオスゲ

グループ10

1

シラカシ
シュロ 1
バイカイカリソウ 1
チャノキ 1
ムクノキ 1
ナンテン 1
ギンモクセイ 1
アオキ 1

3
2

0

イトアオスゲ

シラカンバ 1

イヌエンジュ 1
ヤエガワカンバ 1
トルヘビノネゴザ 1
アカクキホソスゲ 1
チョウセンヤマナラシ 1

0

アオキ 1
ナガバジャノヒゲ 1
サワフタギ 1
ウグイスカグラ 1
ヤマコウバシ 1
クサボケ 1
ガマズミ 1

1

0

エゾノジャニンジン 1
キタコブシ 1
イワデンダトル 1
ルイヨウボタン 1
シナノキ 1
ヨブスマソウ 1
コンロンソウ 1

4

1
0

スイカズラ 1
アズマイバラ 1
クヌギ 1 1
ヒイラギナンテン 1
ホルトノキsp 1
オオバウマノスズクサ 1
ゴンズイ 1

2

1

コンロンソウ 1
チャカッショクスゲ 1
クシロワチガイソウ 1
エゾマツ 1
アカミノルイヨウショウマ 1
シウリザクラ 1
オシダ 1

3

2

0

ゴンズイ 1
オオバタンキリマメ 1
ケスゲ 1
マンリョウ 1
ツルグミ 1

スダジイ 1

コブシ 1

1
0 チョウセンゴミシ 1

シラネワラビ 1
トドマツ 1 1
フッキソウ 1 1 1
エゾイタヤ 1 1 1

2

1
0

ブシ 1
ノガリヤス

アズマネザサがグループ8におい エゾイタヤ・フッキソウがグルー
プ10において 全ての群落で重て、全ての群集で重なる プ10において、全ての群落で重

なる

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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群集・群落と識別種の関連 グループ9・11

グループ9 グループ6

ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域自然植生 ヤブツバキクラス域代償植生
シキミ－モミ群集 アカガシ群落 イスノキ－ウラジロガシ群集 アカガシ二次林

ユズリハ 1 1
イスノキ 1
ヒメアリドオシ 1
ミヤマトベラ 1

グループ9

1 1

1

ブナクラス域自然植生 ブナクラス域代償植生
カシワ群落（ＩＶ） カシワ群落（Ｖ）

エゾヤマザクラ 1
エダウチチゴユリ 1
ホクリクトウヒレン 1
ツリガネニンジン 1

グループ11

ミヤマトベラ 1
キジノオシダ 1
イワヤシダ 1
ナガサキシダsp. 1
ハイノキ 1 1
イヌガシ 1 1
ホソバタブ 1 1
Fraxinus.sp 1
シュスラン？ 1

2

1
0

0

ツリガネニンジン 1
タツノヒゲsp. 1
オランダキジカクシ 1
アヤメ属の一種 1
コシノホンモンジスゲ 1
トビシマカンゾウ 1
カシワ 1 1
スズラン 1 1

1
0

0シュスラン？ 1
トコロ？ 1
コムラサキシキブ 1
タカクマミツバツツジ 1
シュスラン属の一種 1
ツシマギボウシ 1
シハイスミレ？ 1
ツクシコウモリソウ 1
サザンカ 1

4

1

0

スズラン 1 1
アキカラマツ 1 1
カラフトイバラ 1
コバナノガリヤス 1
グミ科の一種 1
アラゲナツハゼ 1
アカンカサスゲ 1
エゾキヌタソウ 1

1

0

0

サザンカ 1
ミヤマシキミ 1
カンアオイsp. 1
ツガ 1
キッコウハグマ 1
カヤ 1
カンアオイ 1
アオジクユズリハ 1
モミ 1

1
0

ゾキヌタソウ
ヒロハヘビノボラズ 1
イトアオスゲ 1

モミ 1
キヨスミミツバツツジ 1
ミヤマウコギ 1
ナツノタムラソウ 1
ミドリカナワラビ 1
タチガシワ 1
チャボイノデ 1
ハコネコメツツジ 1
アカガシ 1 1 1 1

3

2

0

1
アカガシ 1 1 1 1
シキミ 1 1

アセビ 1

ウラジロガシ 1

1

アカガシがグループ9において カシワの優占する群落のたアカガシがグループ9において、
全ての群集・群落で重なる

優占す 群落
め、やはりカシワが重なる

Φ係数を用いた識別種の抽出・類型化の問題点

問題点

・今回解析に用いたデータには、～の一種、～sp、～？や異名で表記された種が含まれ、φ
係数の値が高くなる。
・φ係数から標徴種の抽出を行うと、希少性のある種（ＲＤＢ種）が抽出されてしまう可能性。φ係数から標徴種の抽出を行うと、希少性のある種（ＲＤＢ種）が抽出されてしまう可能性。

例：リョウブ－ミズナラ群集 群集φ係数上位10種

全植生デ タ内 タ ゲ ト種 出現数・ n：全植生データ内でのターゲット種の出現数＝１
・ np： ターゲット群集・群落内のターゲット種の出現数＝1
となった種はφ係数値が高くなる
左グラフの通り、リョウブ－ミズナラ群集では左グラフの通り、リョウブ ミズナラ群集では
一種、～sp、～？と表記された種がφ係数上位10位を占め

ている

～一種、～sp、～？と表記されたものは、全植生データ内

で、ごくわずかしかなく、ターゲット群集・群落内でも少数で
ある

日本の植物リストと照らし合わせることで、φ係数を用いてどれほど標徴種が抽出されて
いるか、逆にどれだけＲＤＢ種、異名で表わされた種が抽出されていたか確認できる

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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植生調査データの利活用に向けて植生調査データの利活用に向けて

ヨ ロ パでは 化されて活用• ヨーロッパではDB化されて活用

• アジアでこれだけのデータ蓄積がある国はない
も 繰のでは？ しかも、繰り返し行われている。

• DBとしての活用、モニタリングシステムへ

• Asia‐Pacific Biodiversity Observation Network 
(AP‐BON)への貢献(AP BON) の貢献

識別種の潜在的生育域を用いた群集 群落の• 識別種の潜在的生育域を用いた群集・群落の
境界設定

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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自然林・二次林の比較

53の解析対象（卒業研究時）を植生区分より自然林・二次林に分ける53の解析対象（卒業研究時）を植生区分より自然林 二次林に分ける

凡例 植生区分
ブ ブ

凡例 植生区分

自然林（25） 二次林（29）

イヌブナ群落 ブナクラス域自然植生
エゾイタヤ－ミズナラ群落 ブナクラス域自然植生
カシワ群落（ＩＶ） ブナクラス域自然植生
クロモジ－ブナ群集 ブナクラス域自然植生
シラキ－ブナ群集 ブナクラス域自然植生

ザ ブ ブ

アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生
アカマツ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生
オオバクロモジ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
オクチョウジザクラ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生
カシワ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生

チシマザサ－ブナ群団 ブナクラス域自然植生
トドマツ－ミズナラ群落 ブナクラス域自然植生
ヤマボウシ－ブナ群集 ブナクラス域自然植生
リョウブ－ミズナラ群集 ブナクラス域自然植生
アカガシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生

ブ バ

カスミザクラ－コナラ群落 ブナクラス域代償植生
キタコブシ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
クリ－ミズナラ群集 ブナクラス域代償植生
コナラ群落（Ｖ） ブナクラス域代償植生
シラカンバ－ミズナラ群落 ブナクラス域代償植生

アラカシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
イスノキ－ウラジロガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
イノデ－タブノキ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ウラジロガシ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
カナメモチ－コジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生

ブ バ

ブナ－ミズナラ群落 ブナクラス域代償植生
ブナ二次林 ブナクラス域代償植生
ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生
ユキグニミツバツツジ－コナラ群集 ブナクラス域代償植生
アカガシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生

シキミ－モミ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
シラカシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
スダジイ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
タブノキ群落 ヤブツバキクラス域自然植生
トベラ－ウバメガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生

バ ビ ダジ ブ バ

アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ） ヤブツバキクラス域代償植生
アカマツ群落（ＶＩＩ） ヤブツバキクラス域代償植生
アベマキ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
ウバメガシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
オニシバリ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生

ホソバカナワラビ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ミミズバイ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ヤブコウジ－スダジイ群集 ヤブツバキクラス域自然植生
ルリミノキ－イチイガシ群集 ヤブツバキクラス域自然植生

クヌギ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
クリ－コナラ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
コナラ群落（ＶＩＩ） ヤブツバキクラス域代償植生
シイ・カシ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
タブノキ－ヤブニッケイ二次林 ヤブツバキクラス域代償植生
ネズ－アカマツ群落 ヤブツバキクラス域代償植生
モチツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
ヤマツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生
ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集 ヤブツバキクラス域代償植生

自然林

解析対象の凡例で出現する種ごとに群集φ係数を算出

自然林・二次林の比較

自然林（25） 二次林（29）
凡例 最大φ値 最大φ値の種

カシワ群落（ＩＶ） 0.462 カシワ
ミミズバイ－スダジイ群集 0.438 ミミズバイ
トドマツ ミズナラ群落 0 426 トドマツ

凡例 最大φ値 最大φ値の種
オクチョウジザクラ－コナラ群集 0.459 オクチョウジザクラ
ウバメガシ二次林 0.454 ウバメガシ
アカマツ群落（ＶＩＩ） 0 447 アカマツトドマツ－ミズナラ群落 0.426 トドマツ

カナメモチ－コジイ群集 0.416 カナメモチ
トベラ－ウバメガシ群集 0.414 ウバメガシ
ルリミノキ－イチイガシ群集 0.386 イチイガシ
シキミ－モミ群集 0.367 モミ
ヤマボウシ ブナ群集 0 358 トウカイスミレ

アカマツ群落（ＶＩＩ） 0.447 アカマツ
カシワ群落（Ｖ） 0.416 カシワ
モチツツジ－アカマツ群集 0.375 モチツツジ
クヌギ－コナラ群集 0.364 アズマネザサ
アベマキ－コナラ群集 0.346 モチツツジ
オオバクロモジ ミズナラ群集 0 343 オオバクロモジヤマボウシ－ブナ群集 0.358 トウカイスミレ

チシマザサ－ブナ群団 0.338 ブナ
イスノキ－ウラジロガシ群集 0.333 イスノキ
イヌブナ群落 0.321 イヌブナ
ヤブコウジ－スダジイ群集 0.309 スダジイ
シラキ ブナ群集 0 305 ブナ

オオバクロモジ－ミズナラ群集 0.343 オオバクロモジ
ネズ－アカマツ群落 0.343 ネズ
ブナ－ミズナラ群落 0.317 ブナ
コナラ群落（ＶＩＩ） 0.309 コナラ
クリ－コナラ群集 0.302 コゴメウツギ
シイ カシ二次林 0 295 アラカシシラキ－ブナ群集 0.305 ブナ

クロモジ－ブナ群集 0.284 ブナ
スダジイ群落 0.275 スダジイ
ホソバカナワラビ－スダジイ群集 0.265 ホソバカナワラビ
アカガシ群落 0.263 アカガシ
エゾイタヤ ミズナラ群落 0 248 フッキソウ

シイ・カシ二次林 0.295 アラカシ
カスミザクラ－コナラ群落 0.287 コバノトネリコ
クリ－ミズナラ群集 0.272 ミズナラ
ユキグニミツバツツジ－アカマツ群集 0.271 ユキグニミツバツツジ
ユキグニミツバツツジ－コナラ群集 0.268 キンキマメザクラ
アカマツ群落（Ｖ） 0 252 アカマツエゾイタヤ－ミズナラ群落 0.248 フッキソウ

イノデ－タブノキ群集 0.247 アスカイノデ
ウラジロガシ群落 0.244 ウラジロガシ
アラカシ群落 0.231 アラカシ
リョウブ－ミズナラ群集 0.200 ササ.sp
シラカシ群集 0 195 シラカシ

アカマツ群落（Ｖ） 0.252 アカマツ
キタコブシ－ミズナラ群集 0.252 オオヤマザクラ
オニシバリ－コナラ群集 0.237 ヒイラギナンテン
ホソバヒカゲスゲ－コナラ群集 0.225 イヌヨモギ
シラカンバ－ミズナラ群落 0.224 シラカンバ
アカシデ イヌシデ群落（Ｖ） 0 222 イヌシデ

最大φ値0.3以上・・・12/25

シラカシ群集 0.195 シラカシ
タブノキ群落 0.152 キイレツチトリモチ

アカシデ－イヌシデ群落（Ｖ） 0.222 イヌシデ
ブナ二次林 0.208 センニンソウsp.
アカガシ二次林 0.205 アカガシ
タブノキ－ヤブニッケイ二次林 0.191 ヤブニッケイ
ヤマツツジ－アカマツ群集 0.163 アカマツ
アカシデ イヌシデ群落（ＶＩＩ） 0 158 アオテンナンシ ウ

最大φ値0.3以上・・・12/29

アカシデ－イヌシデ群落（ＶＩＩ） 0.158 アオテンナンショウ
コナラ群落（Ｖ） 0.156 ハナノキ0.3以上の最大φ値をもつ凡例の数

は自然林の方が大きい

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）

14



解析対象の凡例内で出現する種ごとに群集φ係数を算出し、その最大値を表示

考察 自然林・二次林の比較

自然林（25） 二次林（29）最大φ値

ほとんど同じような傾向

群集φ係数の正の値のみを平均化

自然林・二次林の比較

自然林 二次林

二次林の平均値×1000＝36自然林の平均値×1000＝41

群集φ係数の正の値は、種と植生ユニット（群集・群落）が頻繁に共起することを示している

自然林のほうが平均値は大きい

群集φ係数の正の値は、種と植生ユニット（群集 群落）が頻繁に共起することを示している

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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以上から

自然林・二次林の比較

以上から
群集φ係数を見ると、二次林より自然林のほうが、若干ではあるが値が大きい傾向になる

〈群集φ係数の特徴〉φ
・在・不在データでのfidelity測定において、最も広く使われている指標
・‐1～1の値をとる
・ポジティブ（正）の値は、種と植生ユニット（群集・群落）が頻繁に共起することを示している

群集φ係数が大きい＝標徴的な種がよく選ばれている⇒うまく群落・群集を特徴づけている

自然林の方がうまく群落・群集を特徴づけられる傾向がある自然林の方がうまく群落 群集を特徴づけられる傾向がある

〈考察〉

自然林は人為的撹乱がほとんどないため 主に遷移のみの種の置き換わ自然林は人為的撹乱がほとんどないため、主に遷移のみの種の置き換わ
りとなり、より地域の環境に適した森林が形成される。そのため群集・群落
が特徴づけられやすい。

（平成２３年度技術手法検討部会　検討資料より）
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